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概  要 

 
 
 

 
コンクリート構造物の施工技術の一つとして，通常の型枠に替わり，埋設型枠工法がある．埋設型枠を用いる効果と

して，型枠組立，解体作業の省力化，養生期間短縮などの生産性向上に加え，表面品質向上を図ることができる．そこ

で筆者らは，片持ち架設工法で施工するPC箱桁橋の壁高欄の外枠へ，耐久性に優れた材料である「ESCON®」を埋設

型枠として適用することを目的に施工試験を実施した．適用する橋梁の張出床版（延長7m）と壁高欄（延長6m）を想

定し，幅1,990mm×高さ950mm×厚さ30mmの形状とした埋設型枠を3枚製作し，埋設型枠の固定方法や施工手順お

よび有効性を確認した．また，埋設型枠は，現場打ちコンクリートと一体化して構造体の一部となるため，現場打ちコ

ンクリートとの付着の確保が重要である．そこで，埋設型枠に設けた凹凸（ディンプル）によって付着を確保すること

とし，施工試験に先立ち付着試験を実施して，付着強度の目標値1.5N/mm2を満足するディンプル形状を選定した． 
 
成  果 

 
 
 

 

 埋設型枠にディンプルを設け，ディンプル断面積比を 50%以上とすることにより，現場打ちコンクリートと

ESCONによる埋設型枠の所要の付着強度1.5N/mm2以上を確保することができる． 

 PC箱桁橋の壁高欄の外枠に，埋設型枠を適用できることを確認できた．このことから，片持ち架設工法の場合は，

壁高欄に ESCON 埋設型枠を適用することにより，従来の施工方法と比較し，壁高欄の施工に要する作業時間を，

40%～50%程度短縮することが期待できる． 
 
 

 

 
 
 

 
写真－１ 埋設型枠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 施工試験供試体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２ 施工試験状況 
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